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有料広告募集（裏表紙３枠・くらしのガイド下段）　
市では、広告主を募集しています。事業主などのみなさん、ぜひ、ご活用ください。

▲

問 企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

▲このアイコンが目印

無料 FREE APP

※ブラウザ版は音声読み上げに対応しておりません。音声読み上げには、無料アプリ（カタポケ →）のインストールが必要です。

カタログポケットの主な機能
○ブラウザでもアプリでも、スマホやタブレットで読める
○ 7 言語で読める【日・英・中（簡体）・中（繁体）・韓・タイ語・ポルトガル語】
○音声読み上げもできる
○文字サイズを調整できる
Delivering e-book in English
右の QR コードを読み取れば、簡単に広報うえのはらが閲覧できます。

カタポケで
広報うえのはら
配信 !! スマホで、広報うえのはらが読める！ 

しかも 7 言語対応 !!

有料広告

▼全国各地の広報誌や
　観光パンフレットも読めちゃう !!▲

音声読み上げ機能も魅力 !!

当日は、各協力団体の特設ブースを設け、市内農林産物
の展示や直売が行われます。この他にも、日用雑貨の販
売や野菜のせりを行います。また、市のゆるキャラ「た
まじまる」も登場します。楽しい企画を用意しています
ので、多くのみなさんのご来場をお待ちしています。

第13回農林業まつり

農林産物品評会・作品の募集
市では、農林業まつりに合せて、農林産物品評会
を行います。出品を希望される方は、次の内容で
出品してください。
※出品者には記念品をお贈りしますが、出品された農林産物は、展示
　後に販売されます。
※収益金は、すべて募金させていただきます。ご了承ください。

■ 提出日時　11 月 24 日（金）午前 9 時〜 11 時
■ 提出場所　JA クレイン市内各支店、市役所センタープラザ
※ JA クレイン市内各支店への提出は午前 10 時までです。

■ 募集品目
白菜 2株 ほうれん草 2束（250g）
キャベツ 2株 ネギ 1kgまたは 1束
春菊 2束 チンゲンサイ ２束または５束
小松菜 2束 カリフラワー 2株
ブロッコリー 2株
大根 2本 カブ 5株
ゴボウ 3本 人参 3本
ばれいしょ 5個 さつま芋 3本
里芋（子芋） 1株または 5個 長芋 1本
こんにゃく 2個
ダイズ 1合 小豆 1合
カキ 5個 柚子 5個
キウイフルーツ 5個
シイタケ 300g その他
※この一覧以外のものは、類似した品目に準じて出品
　してください。

●問い合わせ　
経済課農村地域づくり担当（☎ 62-3119）

11月25日（土）
場所　市役所センタープラザ
午前9時30分〜午後0時30分

開催日時

（小雨決行）

電話　0554-63-0234

認定補聴器技能者  宮川学 検索

みやがわとけい・めがね・補聴器 ふらっと上野原 検索

電話 0554-63-0234

11
月
号

　

取
引
先
へ
の
感
謝

　お
か
げ
さ
ま
で
『
み
や
が
わ
』
は
、

創
業
85
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
お
客
様
に
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
は
、
自
店
の
努
力
は

も
ち
ろ
ん
、
取
引
メ
ー
カ
ー
と
の
強
い

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
は
、
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
当
店
で
は
、
メ
ガ
ネ
、
補

聴
器
と
も
に
『
様
々
な
メ
ー
カ
ー
を
取

り
揃
え
て
お
り
ま
す
』
と
い
う
対
応
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、『
み
や
が
わ
』

で
は
、『
ニ
コ
ン
レ
ン
ズ
』『
ワ
イ
デ
ッ

ク
ス
補
聴
器
』
と
30
年
以
上
良
好
な
取

引
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
県
内
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
優
良
取
扱
店
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

お
客
様
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　見
え
方
、
聞
こ
え
方
で
辛
い
思
い
を

さ
せ
て
い
ら
れ
る
方
は
、
先
ず
は
、
眼

科
・
耳
鼻
科
の
先
生
に
診
察
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
矯
正
が

必
要
と
な
れ
ば
、
創
業
85
年
、
最
新
の

検
査
機
器
を
導
入
し
た
『
新
生
み
や
が

わ
』
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
生
涯
お
付

き
合
い
で
き
ま
す
よ
う
誠
心
誠
意
サ

ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

認定補聴器技能者   

宮川 学

ご利用ください
広報うえのはら

おトクーポン
27 ページ左端に掲載
ご覧ください !!

負
け
ら
れ
ね
〜
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大
お お く ぼ

久保 栄
え い い ち

一 
（上野原地区在住）

さん

  　

和
23
年
6
月
生
ま
れ
で
、

　
　

69
歳
に
な
る
大
久
保
栄
一
さ

ん
。
大
久
保
さ
ん
は
、
長
年
、
保
護

司
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
を

行
い
、
地
域
や
多
く
の
人
の
支
え
と

な
っ
て
き
た
。
9
年
程
前
か
ら
は
、『
食

育
の
一
環
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
農

作
物
の
種
植
え
や
収
穫
を
体
験
さ
せ

て
ほ
し
い
』
と
、
旧
第
一
保
育
所（
現

上
野
原
こ
ど
も
園
）か
ら
の
願
い
に
応

え
、自
身
が
持
つ
畑
の
一
角
を
貸
し
て
、

サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
の
収
穫
を
園
児
た

ち
に
体
験
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

園
児
た
ち
は
、
種
ま
き
と
収
穫
が

主
な
仕
事
、
そ
の
間
の
草
む
し
り
や

生
育
管
理
な
ど
の
手
間
の
か
か
る
作

業
は
、
大
久
保
さ
ん
が
行
う
。
た
だ
、

大
久
保
さ
ん
は
、『
私
は
、
園
児
た
ち

に
遊
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
考

え
方
な
の
で
、
遊
ん
で
も
ら
う
た
め

に
も
、
そ
の
準
備
は
苦
に
な
ら
な
い
』

と
話
す
。
そ
ん
な
活
動
を
続
け
て
来

た
大
久
保
さ
ん
は
、
今
年
4
月
か
ら

昭

少
し
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
畑
の
近
く
に
あ
っ
た
園
舎
が
移

動
し
た
こ
と
で
、
畑
仕
事
を
し
て
い

て
も
園
児
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ

た
か
ら
だ
。
た
だ
、『
そ
れ
で
も
市
内

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
お
祭
り

で
園
児
た
ち
が
声
を
か
け
て
く
れ
る

と
、
そ
の
寂
し
さ
も
薄
ら
ぎ
、
次
の
収

穫
体
験
の
準
備
が
で
き
る
』と
話
す
。

9
月
に
蒔
い
た
大
根
の
種
は
、
園

児
た
ち
の
よ
う
に
す
く
す
く
育
ち
、

11
月
中
旬
ご
ろ
園
児
た
ち
が
収
穫
を

行
う
。『
こ
の
よ
う
に
食
育
の
一
環
と

し
て
は
じ
ま
っ
た
こ
の
体
験
を
９
年

間
続
け
て
来
れ
た
の
は
、
先
生
た
ち

が
真
剣
に
園
児
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
、
企
画
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
だ
と
思
う
。
何
よ
り
も
私
に
と
っ

て
園
児
た
ち
は
友
達
の
よ
う
な
関
係

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
友
達
と
楽
し

み
な
が
ら
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
』
と
、
収
穫
時
に
は
園
児
の
声

で
に
ぎ
わ
う
畑
で
話
し
て
く
れ
た
。

顔
The Face of 
  Uenohara
うえのはらの

『友達のために、園児のために !!』

E I I C H I   O K U B O
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運
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会

特
集平
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28
年
度
決
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公
表
と

健
全
化
判
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比
率
等

特
集高

齢
者
の
暮
ら
し
を
守
る

成
年
後
見
制
度
と
高
齢
者
虐
待

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

・
平
成
30
年
度
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も

　
園
の
入
所
案
内

も
し
も
し
こ
ち
ら
市
長
室

市
長
の
ひ
と
言
／
あ
る
日
の
市
長

オ
コ
シ
タ
イ
通
信

酒
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り

う
え
の
は
ら
健
康
家
族

今
月
の
健
康
レ
シ
ピ
／
保
健
師
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
／
保
健
だ
よ
り
／
伝
言
板

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

応
急
手
当
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ 

他
／

平
成
29
年
上
野
原
市
立
病
院
11
月
の
外
来

２4

人口と世帯（平成29年 10月 1日現在）
人口 対前月比

人　口： 23,795 人 − 44
男　性： 11,893 人 − 16
女　性： 11,902 人 − 28
世　帯： 9,937 世帯 − 14

市の花
「リンドウ」

市の鳥
「ウグイス」

市の木
「ヤマモミジ」

診
療
／
11
月
の
各
種
相
談
日
・
申
請
期
限
・

窓
口
業
務

す
く
す
く
育
て
、
う
え
の
は
ら
っ
子

我
が
家
の
主
役
／
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
情
報
／
子

育
て
応
援
掲
示
板
／
お
め
で
た
・
お
く
や
み

「
お
ト
ク
ー
ポ
ン
」
掲
載

ス
マ
イ
ル
ニ
ュ
ー
ス

リ
ン
デ
ン
だ
よ
り

く
ら
し
の
ガ
イ
ド
プ
ラ
ス

・
平
成
29
年
度
上
野
原
市
職
員
採
用
試
験

・
上
野
原
駅
南
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

　

一
部
利
用
開
始

・（
仮
称
）上
野
原
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

建
設
工
事
の
進
捗

広
報
担
当
者
が
行
く

寄
り
道
う
え
の
は
ら

28

20 18

〜人の動き〜

多言語デジタルブック
『カタログポケット』を
始めました !! 便利な機能がたくさん !!

2930

（上）10月12日に行われたサツマイモの収穫。
園児たちは、大はしゃぎでした。（下）来年の春
には赤く色づいたイチゴが収穫できます。園児た
ちに人気のイチゴ。大久保さんも育て甲斐があり
ます。

1416

※詳しくは、32 ページの裏表紙をご覧ください。

6

カタログポケットで
広報うえのはらは配信中

26

17 12

〜今月の表紙〜
今月の表紙は、今年４月に開園して
からはじめてとなる、上野原こども
園の運動会の様子です。綱引きで
は、小さな手で一生懸命綱をひく
ところが、なんとも可愛らしかった
です。先月号に引き続き、今月号
でも市内こども園、保育所の運動
会を写真で紹介しています。ぜひ、
「カタポケ」でも、ごらんください。
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運動会の写真が
もっとたくさん見れちゃう !!

無料アプリ「カタログポケット」
をインストールして、広報うえの
はら 11 月号のデジタルブックか
らご覧ください。
アプリのインストールはコチラ→カタログポケット配信中

1

棡原保育所　10 月 14 日（土）
①跳び箱、②③⑤⑥⑧⑨保護者をはじめ地域のみなさんに見守られながら行
われた運動会、７名の園児たちは、常に素敵な表情を見せてくれました。④
退場も全力疾走、⑦借り物競走では、食パンマンが登場、⑩フラフープ

巌こども園　9 月 30 日（土）

秋山保育所　10 月 7 日（土） 上野原こども園　10 月 7 日（土）

秋
の
大
運
動
会

大
盛
り
上
が
り
の
市
内
こ
ど
も
園
、

保
育
所
の
大
運
動
会
。

広
報
担
当
者
が
完
全
リ
ポ
ー
ト
!!

①⑨忍者に扮した園児の遊戯、②輪っかがバトンのリレー、③魔法のミック
スジュース、④組体操、⑤⑥運動会中は常に笑顔、⑦バルーン遊戯、⑧長縄
跳び、⑩息が合う園児たち

フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト　

パ
ー
ト
②　

市
内
こ
ど
も
園

・
保
育
所
編

23

5
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9
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1112
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14

1

2

3

5

4

6

7

8

9

10

1

2

3

4

5

6

7

8

9
10

1

23

4

5

6

7

①綱引き、②カエルの帽子をかぶっての遊戯、③神輿を担ぐ園児、④⑪上野原と
いったら神輿、⑤⑥⑦⑩リレー、⑧⑭先生も変装して登場、⑨バルーン演技、⑫
軽快に走る園児、⑬頑張った証しのメダルを手に喜ぶ園児

①②運動会中の園児は、みんな表情が素敵でした、③カエルの帽子が可愛ら
しい、④⑤⑥園児たちの遊戯は、何をしても可愛らしい、保護者も大喜び、
⑦ハイタッチで次の走者にバトンタッチ

5      広報うえのはら　平成 29 年 11 月号　　　　　 広報うえのはら　No.153     4



市
で
は
、
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別

会
計
（
国
民
健
康
保
健
特
別
会
計
な
ど
16
の

特
別
会
計
）
の
決
算
を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税

金
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
お
よ
び
地
方
交

付
税
な
ど
の
歳
入
状
況
、
ま
た
、
そ
の
使
い

道
の
歳
出
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自主財源　4,332,417 千円（35.4％）
依存財源　7,912,473 千円（64.6％）

市税
3,182,412 千円

（26.0％）

負担金・使用料など
293,113 千円

（2.4％）

財産収入・
寄附金・諸収入

176,476 千円（1.5％）
繰入金

190,024 千円（1.5％）
繰越金

490,392千円（4.0％）

各種交付金
614,039 千円（5.0％）

地方交付税
3,708,083 千円（30.3％）

国庫支出金
1,525,088 千円（12.5％）

県支出金
557,699 千円（4.5％）

市債
1,420,300 千円（11.6％）

地方譲与税
87,264 千円（0.7％）

歳 入
122億

4,489 万円

決
算
は
、
市
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
う

う
え
で
、
ど
の
く
ら
い
の
収
入
が
あ
り
、
そ
の
収

入
を
ど
の
よ
う
な
事
業
に
ど
の
程
度
支
出
し
た
か

を
表
し
て
い
ま
す
。
市
の
会
計
は
一
般
会
計
と
特

別
会
計
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
各
会
計
の
決
算
額
お

よ
び
対
前
年
度
比
較
に
つ
い
て
は
、
下
の
表
の
と

お
り
で
す
。
そ
の
状
況
を
見
る
と
、
市
全
体
と
し

て
は
、
歳
入
が
1
9
6
億
8
4
6
6
万
8
千

円
と
な
り
、
前
年
度
比
2

・

4
％
の
減
、
歳

出
が
1
8
5
億
9
4
6
8
万
2
千
円
と
な

り
、前
年
度
比
3

・5
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
決
算

維持補修費
111,354 千円（1.0％）
繰出金
1,338,262 千円（11.6％）

義務的経費　4,855,696 千円（42.0％）
投資的経費   2,261,396 千円（19.5％）
その他経費　4,459,594 千円（38.5％）

人件費
2,033,731 千円（17.6％）

扶助費
1,316,348 千円（11.4％）

公債費
1,505,617 千円（13.0％）

普通建設事業費・災害復旧事業費
2,261,396 千円（19.5％）

物件費
1,914,677 千円（16.5％）

補助費等
885,704 千円（7.6％）

積立金
147,311 千円（1.3％）

投資および出資金・貸付金
62,286 千円（0.5％）

歳 出
115億
7,668万 6千円

歳入総額　122億 4,489 万円　
歳出総額　115億 7,668 万 6千円　　　

差引額　6億6,820万4千円
差引額は、翌年度に繰り越しました。
※普通会計とは、一般会計と教育奨励資金特別会計の合計です。
※平成28年度は、会計間の調整があるため、前頁の合計と一致しません。

平成28年度決算総額（普通会計）

労働費
11,070 千円（0.1％）

農林水産業費
208,329 千円（1.8％）

議会費
132,032 千円（1.1％）

総務費
1,405,776 千円（12.2％）

民生費
3,697,104 千円（31.9％）

衛生費
1,330,864 千円（11.5％）

商工費
120,666 千円（1.1％）

土木費
1,382,457 千円（11.9％）

教育費
907,399 千円（7.8％）

消防費
875,372 千円（7.6％）

公債費
1,505,617 千円（13.0％）

歳 出
115億
7,668万 6千円

消防庁舎

▲

歳
出（
性
質
別
）の
構
成
比

▲

歳
出（
目
的
別
）の
構
成
比

▲

歳
入
の
構
成
比

▲ ▲

 平成 28 年度歳入歳出決算額　　　              　　　　　（単位：千円）

会計区別
歳入 歳出

決算額 前年度比 決算額 前年度比
一 般 会 計 12,251,355 △3.3 11,583,151 △4.9

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 3,508,875 △5.8 3,477,978 △5.9
後 期 高 齢 者 医 療 532,517 3.6 531,110 3.6
介 護 保 険 2,224,653 3.4 2,120,573 3.3
介 護 サ ー ビ ス 事 業 6,135 △5.9 4,956 △10.4
公 共 下 水 道 事 業 755,658 8.5 755,184 8.4
簡 易 水 道 事 業 93,290 5.4 90,822 5.6
教 育 奨 励 資 金 727 34.4 727 34.4
大 目 財 産 区 98,732 1.8 9,419 △11.4
甲 東 財 産 区 1,088 △0.9 23 4.5
巌 財 産 区 110,349 △0.3 8,061 1280.3
島 田 財 産 区 61,227 △0.8 2,247 △73.8
上 野 原 財 産 区 24,349 △2.0 8,553 △4.9
檜 尾 根 外 十 二 恩 賜 林
保 護 財 産 区 2,383 △4.0 162 △44.7
小金沢土室山恩賜県有財産
保 護 組 合 西 原 分 収 益 事 業 3,147 1.3 10 0.0

秋 山 財 産 区 8,160 3.2 1,529 64.9
西 棚 ノ 入 外 十 一
恩 賜 林 保 護 財 産 区 2,023 3.8 177 △13.2

合計 19,684,668 △2.4 18,594,682 △3.5
※前年度比の単位は、パーセントです。

家
計
簿
に
例
え
る
と

ど
う
だ
ろ
う

▲ ▲ ▲

家計簿にしてみると　（市の平成 28 年度普通会計決算を年収 500 万円の家庭に例えて、家計簿に置き換えてみました）

収入 支出
種類 金額 歳入 種類 金額 歳出

給
与

基本給 10 万
8,333 円

市税
市民税や固定資産税など、市に納付される
税金

食費 6 万
9,332 円

人件費
職員の給料や議員などへの報酬

諸手当 15 万円

地方交付税
国内どこでも一定の行政サービスが受けら
れるように国から地方へ交付されるお金
地方譲与税など
地方譲与税や地方消費税交付金、地方特例
交付金など

医療費 4 万
4,908 円

扶助費
生活保護や高齢者など社会福祉のための
支援にかかる費用など

パート収入 1 万円

使用料・手数料
市営施設の使用料や住民票、各種証明書な
どの交付手数料など
分担金・負担金
保育料など経費の一部もしくは全部を受益
者が負担するもの

光熱水費・
通信費

6 万
4,998 円

物件費
光熱水費や通信運搬費、消耗品費、機器
等使用料など

貯金の引出し 6,250 円 繰入金
基金などから充当されるもの

家の増改築・
車の購入

7 万
6,816 円

普通建設事業費・災害復旧事業費
道路や橋りょう、庁舎、保育所などの公
共施設などを建設・改修するための費用

繰越金 1 万
6,667 円

繰越金
前年度から持ち越したお金 家の修繕 3,939 円 維持補修費

道路や公共施設の維持補修にかかる費用など

雑所得 6,250 円 財産収入、寄附金、諸収入 交際費 3 万
1,908 円

補助費等
各団体への負担金や補助金など

親からの援助 7 万
834 円

国・県支出金
補助事業として、特定の目的のために国や
県から交付されるお金

子どもへの
仕送り

4 万
5,696 円

繰出金
特別会計や企業会計に支出する経費

ローン返済 5 万
1,211 円

公債費
市債の返済金

銀行からの
借入金

4 万
8,333 円

市債
公共施設の建設などを行うために、国や金
融機関などから借入れたお金

貯金 5,121 円 積立金
基金への積立

合計 41 万 6,667 円 合計 39 万 3,929 円

決
算
公
表

平
成
28
年
度

歳入 196億8,466万 8 千円（前年度比 2.4％減）
歳出 185億9,468万 2 千円（前年度比 3.5％減）
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平
成
28
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
市
全
体
の
地
方
債
残
高

の
状
況
は
、
償
還
額
が
借
入

額
を
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
約

1
億
3
千
万
円
減
少
し
ま
し

た
。
ま
た
、
過
去
5
年
間
の

状
況
を
見
る
と
、
平
成
24
年

度
と
比
べ
て
も
市
全
体
の
地

方
債
残
高
で
は
、
約
5
億
円

減
少
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
地
方
債
残
高

の
一
部
は
、
国
か
ら
の
交
付

平
成
28
年
度
の
基
金
残
高

の
状
況
は
、
基
金
の
取
崩
し

合
計
1
億
8
8
1
3
万
円
に

対
し
て
、
積
立
額
が
、
合
計

2
億
1
7
3
3
万
6
千
円
と

な
り
、
前
年
度
と
比
べ
、
基

金
残
高
は
、
約
3
千
万
円
増

加
し
ま
し
た
。
過
去
5
年
間

の
状
況
を
見
る
と
、
平
成
24

年

度

と

比

べ

て

約

8
億
8
千
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
。

貯金額

56 億 1,709 万 3 千円
市民一人あたり

　23 万 4,280 円
【住民基本台帳人口　23,976 人（平成 29 年 3 月 31 日現在）】

H25年度
5,462,398

H27 年度
5,587,888

H28 年度
5,617,093

H24 年度
4,738,335

財政調整基金減債基金その他基金
（単位：千円）

H26年度
5,488,686

0円

10億円

20億円

30億円

40億円

50億円

60億円

2,642,893

2,444,717

2,678,149 2,649,442 2,841,897

697,314

718,335

715,611 710,693 704,466

1,348,804

1,575,283
2,068,638 2,128,551 2,041,525 2,082,073

2,837,706

H26 年度
19,901,903

H27 年度
19,590,075

H28 年度
19,456,162

H24 年度
19,943,600

一般会計 特別会計 病院事業会計
（単位：千円）

H25年度
19,414,949

0

50 億円

100億円

150億円

200億円

13,859,146 13,561,572 14,323,968 14,202,739

4,721,140 4,523,102 4,323,736 4,133,813

1,363,314 1,330,275 1,254,199 1,253,523

14,247,851

3,992,702

1,215,609

地
方
債
と
は
、
市
の

借
金
の
こ
と
じ
ゃ
。

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
、
負
担
を

残
さ
な
い
お
金
の
使
い
方
が
必

要
じ
ゃ
。

基
金
と
は
、

市
の
貯
金
、
財

政
調
整
基
金
と
は
、
地
方

公
共
団
体
に
お
け
る
年
度

間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調

整
す
る
た
め
の
基
金
、
減

債
基
金
と
は
、
借
金
（
地

方
債
）
の
返
済
に
使
う
貯

金
の
こ
と
じ
ゃ
。

基
金
残
高

地
方
債
残
高

平成 28 年度 主要な事業（目的別）上野原市の貯金額は？

借金額

194 億 5,616 万 2 千円
市民一人あたり

　81 万 1,485 円
【住民基本台帳人口　23,976 人（平成 29 年 3 月 31 日現在）】

上野原市の借金額は？

07  消防費　
・上野原市防災行政無線（同報系）

デジタル化整備事業
　　　　　　181,200 千円

・救助工作車購入事業　　 116,227 千円

08 教育費　
・LED 防犯灯取替補助事業

51,095 千円
・スクールバス運営費　　 80,113 千円

・福島県児童・生徒受入事業 　  1,080 千円

01  総務費　
・地方創生加速化交付事業
　　　　　　　36,136 千円
・番号制度対応導入システム整備事業 14,699 千円

・移住促進・対策事業　    　　　8,363 千円

移住・定住促進イベント

02  民生費　
・（仮称）総合福祉センター事業費

393,422 千円
・（仮称）上野原保育所（※）建設事業   457,880 千円

・臨時福祉給付金給付事業　  19,213 千円

上野原市総合福祉センター建設中

03  衛生費　
・塵芥処理費

354,440 千円
・子ども医療費無料事業 　60,245 千円

・病院費（病院事業に対する繰出金） 218,207 千円

市立病院外観

04  農林水産業費　
・実践型地域雇用創造事業　
　　　　　　　23,438 千 円
・林道腰掛線事業 　　　　10,289 千円

・中山間地域総合整備事業 15,042 千円

実践型地域雇用創造事業

05 商工費　
・秋山地区公衆トイレ新築事業
　　　　　　　　　　 10,908 千 円
・秋山温泉管理費　　　　24,696 千円

・地域おこし協力隊事業　 　9,872 千円

秋山地区公衆トイレ

06 土木費　
・上野原駅周辺整備事業

317,943 千円
・道路維持費　　　　　140,909 千円

・中央自動車道スマート IC 関連事業 91,271 千円

上野原駅南口昇降施設棟 行政防災無線 スクールバス
■ 問い合わせ　企画課財政担当（☎ 62-3118）

お金の使いみち
「歳入」として得た財源を、

新規事業をはじめ、さまざ
まな事業に支出（歳出）し
ました。平成 28 年度は、（仮
称）総合福祉センター事業、
上野原駅周辺整備事業など
の工事や整備などに支出し
ました。その一部を紹介し
ます。

上野原市の

税
と
し
て
措
置
さ
れ
、
市
の

平
成
28
年
度
末
の
残
高
に
対

し
て
も
7
割
程
度
は
、
措
置

さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
後
も
将
来
に
負
担
を
残

さ
な
い
よ
う
に
計
画
的
な
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

※平成 28 年 9 月議会で、正式名称が『上野原こども園』となりました。
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上野原市の健全化判断比率等
地方自治体の財政破綻などの未然防止や財政危機の早期発見と健全化の促進のため、「地
方公共団体の財政の健全化に関する法律」が平成 19 年 6 月に制定され、財政の健全度
を示す財政指標を市民のみなさんに公表することが法律で義務付けられました。
平成 28 年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率についてお知らせします。

▶ 標準財政規模：地方公共団体の一般財源の規模を表すもので、標準税収入額等と普通交付税、臨時財政対策
　　　　　　　　 債発行可能額の合計です。
▶ 実 質 収 支 額 ：形式収支（歳入−歳出）から翌年度に繰り越すべき財源を除いた実質的な黒字額です。
▶ 類 似 団 体：人口規模や産業構造が上野原市と類似している団体です。
● 問 い 合 わ せ ：企画課財政担当（☎ 62 − 3118）

平成 28年度決算に基づく

【表１】健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【単位：％】

指　　標 ①実質赤字比率 ②連結実質
　赤字比率

③実質公債費比率
　（３か年平均） ④将来負担比率

平成 28 年度
上野原市 ー ー 10.0 57.9

( 早期健全化基準 ) ( 13.86 ) ( 18.86 ) ( 25.0 ) ( 350.0 )

( 財政再生基準 ) ( 20.0 ) ( 30.0 ) ( 35.0 )

◎早期健全化基準…比率が 1 つでも早期健全化基準を上回ると、財政健全化計画の策定と外部監査
　　　　　　　　　の要求が義務づけられ、計画に基づく財政健全化の取り組みを進めることとな
　　　　　　　　　ります。
◎財政再生基準…比率が財政再生基準を上回ると、上記の早期健全化基準での取り組みに加え、
　　　　　　　　　地方債の借入が一部制限されます。
※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「ー」で記載しています。

【表2】資金不足比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【単位：％】

指　　標 病院事業会計 公共下水道事業
特別会計

簡易水道事業
特別会計

平成 28 年度
上野原市 ー ー ー

( 経営健全化基準 ) ( 20.0 ) ( 20.0 ) ( 20.0 )

◎経営健全化基準…早期健全化基準に相当するもので、比率がこれを上回ると経営健全化計画の策
　　　　　　　　　 定が義務付けられます。
※資金不足がないため、資金不足比率は「ー」で記載しています。

②連結実質赤字比率
市の全会計を対象とした実質赤字額の標準財政

規模に占める割合です。一般会計等に公営事業会
計を含めた全会計の赤字額がどのくらい占めてい
るかを表した比率です。

平成 28 年度は、実質収支額等が黒字だったた
め、連結実績赤字比率は算定されませんでした。

【単位：千円】
区分 実質収支額・剰余額

一般会計等 494,583
各公営事業会計 454,228
合計（全会計） 948,811

④将来負担比率

H27年度 H28年度H24年度 H25年度 H26年度

56.8

81.7

80.4
83.1

57.9

87.5

66.5

68.9

60.3

36.4

57.1

46.1

46.2

39.1

20％

40％

60％

80％

100％

地方債残高のほか、将来負担すべき実質的な負債
を表した比率です。家計でいうと、将来の借金返済
額が年収の何年分にあたるかを表した比率です。

将来負担比率は、57.9％で、前年度より 2.4 ポ
イント改善しており、早期健全化基準 350％（3.5
年分）を下回っています。

※平成 28 年度の県内平均は、速報値です。
※平成 28 年度の類似団体数値は未公表のため「ー」で表しています。

■将来負担比率の推移　　　【単位：％】
H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度

上野原市 87.5 66.5 68.9 60.3 57.9
県内平均 57.1 46.1 46.2 39.1 36.4
類似団体 81.7 80.4 83.1 56.8 ー

①実質赤字比率
一般会計等の実質赤字額の標準財政規模に占め

る割合です。家計でいうと赤字額が年収に対して
どのくらい占めているかを表した比率です。

平成 28 年度は、実質収支額が黒字だったため、
実質赤字比率は算定されませんでした。

【単位：千円】
区分 実質収支額

一般会計 494,583
教育奨励資金特別会計 0

合計（一般会計等） 494,583

③実質公債費比率

H27年度 H28年度H24年度 H25年度 H26年度

10.2

13.7 13.9

12.6

11.3

8.6

12.3 12.5

12.2

10.0

11.9 10.9

10.0

9.29％

12％

15％

市の全会計に公営事業会計などの会計を含めた
実質的な借金返済額の標準財政規模に占める割合
です。家計でいうと、年間の借金返済額が年収に
対してどのくらい占めているかを表した比率です。

実質公債費比率は、10.0％で、前年度より 1.3 ポ
イント改善しており、早期健全化基準 25％を下回っ
ています。

※実質公債費比率は 3 年間の平均値です。
※平成 28 年度の県内平均は、速報値です。
※平成 28 年度の類似団体数値は未公表のため「ー」で表しています。
■実質公債費比率の推移　　【単位：％】

H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度

上野原市 13.7 13.9 12.6 11.3 10.0
県内平均 11.9 10.9 10.0 9.2 8.6
類似団体 12.3 12.5 12.2 10.2 ー

【表3】健全化判断比率および資金不足比率の対象範囲
団体
区分

会計
区分

地 方 財 政 状 況
調 査 表 上 の 区 分 会計名等 対象範囲

上　
野　
原　
市

一般　
会計 一般会計等 一般会計

特別　
会計

教育奨励資金特別会計

公営事業会計

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計
介護サービス事業特別会計

うち
公営企業会計

病院事業会計
公共下水道事業特別会計
簡易水道事業特別会計

広域連合・一部事務組合
地方公社・第三セクター等（該当なし）

①
実
質
赤
字
比
率

⑤
資
金
不
足
比
率

※
公
営
企
業
会
計
ご
と
に
算
定

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率
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高齢者の暮らしを守る
高齢者虐待と成年後見制度

注
目
さ
れ
る

成
年
後
見
制
度
の
活
用

成
年
後
見
制
度
の
活
用

認
知
症
な
ど
に
よ
っ
て
判
断
能

力
が
低
下
す
る
と
財
産
管
理
（
不

動
産
や
預
貯
金
）や
契
約
行
為（
介

護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
入
所
）
を
自

身
で
行
え
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
悪
質
商
法
な
ど
の

被
害
に
あ
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
の
不
十

分
な
人
を
保
護
し
、
支
援
す
る
の

が
成
年
後
見
制
度
で
す
。
家
族
や

身
近
な
人
の
日
常
や
将
来
の
生
活

に
不
安
が
あ
る
と
き
は
、
法
的
に

権
利
や
財
産
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
「
成
年
後
見
制
度
」
を
利
用
す

る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
成
年
後
見
制
度
に
は
、

①
任
意
後
見
制
度
と
②
法
定
後
見

制
度
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
任
意
後
見
制
度

将
来
、
判
断
能
力
が
衰
え
た
と

き
に
備
え
て
、「
誰
に
何
を
頼
み

た
い
の
か
」
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
お
く
制
度
で
す
。
任
意
後

見
人
と
な
る
人
と
一
緒
に
公
証
役

場
に
出
向
い
て
、
内
容
に
つ
い
て

書
面
（
公
正
証
書
）
を
作
成
し
て
、

任
意
後
見
契
約
を
締
結
し
て
お
き

ま
す
。

②
法
定
後
見
制
度

す
で
に
判
断
能
力
が
低
下
し
て

い
る
人
が
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。
支
援
内
容
の
具
体

例
と
し
て
は
、
財
産
管
理
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
、
施
設
・

病
院
の
入
退
所
契
約
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
本
人
の
福
祉
や

生
活
に
配
慮
し
な
が
ら
本
人
に
代

わ
っ
て
、
家
庭
裁
判
所
に
選
任
さ

れ
た
成
年
後
見
人
な
ど(

本
人
を

支
援
し
て
く
れ
る
人)

が
行
い
ま

す
。
ま
た
、
悪
質
商
法
な
ど
に
よ

る
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
後
見
人
な

ど
に
は
取
消
権
が
与
え
ら
れ
、
本

人
が
行
っ
た
不
要
な
契
約
を
取
り

消
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
な
お
、

法
定
後
見
制
度
で
は
、
本
人
の
判

断
能
力
の
程
度
に
応
じ
て
、「
後

見
」、「
保
佐
」、「
補
助
」の
３
類

型
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
立
て
か
ら
後
見
な
ど
の
支
援

開
始
ま
で
の
期
間
は
、
多
く
の
場

合
、
２
か
月
以
内
と
い
わ
れ
て
い

ま
す(

下
段
参
照)

。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

高
齢
者
虐
待
を

な
く
そ
う

高
齢
者
を
取
り
巻
く
現
状

平
均
寿
命
が
延
び
、
多
く
の
人

が
長
寿
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
一
方
で
、
家
族
や
親
族
、
施
設

職
員
な
ど
が
高
齢
者（
65
歳
以
上
）

の
人
権
を
侵
害
す
る
「
高
齢
者
虐

待
」
が
増
え
、
社
会
的
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が

平
成
28
年
に
全
国
の
市
町
村
を
対

象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
家
族
な

ど
か
ら
虐
待
を
受
け
た
と
判
断
さ

れ
た
事
例
が
約
１
万
６
千
件
に
も

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
表
面
化
し
て

い
な
い
も
の
を
含
め
れ
ば
、
さ
ら

に
多
く
の
高
齢
者
が
被
害
に
あ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
に
は
、「
①
身
体

的
虐
待
」、「
②
心
理
的
虐
待
」、「
③

介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任
」、「
④

性
的
虐
待
」、「
⑤
経
済
的
虐
待
」

の
５
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

に
は
、
虐
待
を
し
て
し
ま
っ
て
い

る
当
事
者
が
、
自
分
が
虐
待
を
し

て
い
る
と
い
う
自
覚
が
な
い
ま
ま

行
わ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
高
齢
者
の

た
め
に
」
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る

こ
と
が
、
虐
待
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

虐
待
は
放
置
す
れ
ば
深
刻
化
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
早
期

対
応
が
大
切
で
す
。
地
域
や
施
設

な
ど
で
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢

者
を
発
見
し
た
り
、「
虐
待
か
も

し
れ
な
い
」
と
思
っ
た
場
合
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相

談
・
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

性的虐待 経済的虐待

▼排泄の失敗に対して懲
罰的に下半身を裸にし
て放置する。

▼嫌がる部位に触る。

▼性的行為を強要する。
　など

▼日常生活に必要な金銭
を渡さない、使わせな
い。

▼年金や預貯金を本人の
意思、利益に反して使
用する。など

認知症、虐待、消費者被害など、高齢者を取り巻く状況はさまざまです。
高齢者が不安や心配を抱えることなく暮らしていくためには、周囲の人たちの
理解や協力が欠かせません。高齢者が尊厳をもち、安心して暮らすことが

できるように、地域ぐるみで支援していきましょう。

身体的虐待 心理的虐待 介護・世話の放棄・放任

▼たたく、殴る、蹴る

▼無理やり食事を口に入
れる。

▼やけどを負わせる。

▼打撲させる。

▼ベッドに縛り付ける。

▼身体拘束や抑制する。

▼怒鳴る、ののしる、悪
口を言う。

▼侮辱を込めて子どもの
ように扱う。

▼ 排泄の失敗を笑った
り、それを人前で話す
などにより、高齢者に
恥をかかせる。など

▼入浴させず身体が汚れ
ている。

▼水分や食事を十分に与
えず、脱水症状や栄養
失調の状態にする。

▼劣悪な環境の中で生活
させる。など

高齢者虐待の発見者には、
通報義務があります。
虐待を見つけたらすぐ相談 !!
明らかな虐待でなくても、変だなと感じたら
迷わず長寿健康課地域包括支援センターにご相談ください。
※守秘義務により、相談・通報者の秘密は固く守られます。

法
定
後
見
制
度
の

手
続
き
の
流
れ

【
①
申
立
て
】

　

本
人
や
配
偶
者
、
四
親
等

内
の
親
族
な
ど
に
よ
り
居

住
地
の
家
庭
裁
判
所
へ
申

立
て
を
行
い
ま
す
。
市
内

に
お
住
ま
い
の
人
の
管
轄

は
、
甲
府
家
庭
裁
判
所
都

留
支
部
で
す
。
申
立
て
に

は
、
指
定
書
類
の
提
出
と

手
数
料
が
必
要
で
す
。

【
②
調
査
】

　
裁
判
所
職
員
が
、
本
人
や

申
立
人
な
ど
か
ら
詳
し
い

事
情
を
確
認
し
ま
す
。

【
③
審
査
】

　
家
庭
裁
判
所
が
適
任
と
認

め
る
人
を
成
年
後
見
人
な

ど（
本
人
を
支
援
し
て
く

れ
る
人
）に
選
任
し
ま
す
。

【
④
登
記
】

　
審
判
確
定
後
、
法
務
局
に

登
記
さ
れ
ま
す
。

【
⑤
後
見
等
の
支
援
開
始
】

　
家
庭
裁
判
所
が
審
判
し
た

内
容
に
基
づ
き
、
後
見
人

な
ど
に
よ
る
支
援
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

特集

高齢者虐待・成年後見制度相談窓口

上野原市地域包括支援センター
長寿健康課地域包括支援担当

☎ 62–3128

相談
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も
し
も
し
こ
ち
ら
市
長
室
！

う
え
の
は
ら
健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

す
く
す
く
育
て
う
え
の
は
ら
っ
子

寄
り
道
う
え
の
は
ら

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

リ
ン
デ
ン
・
ス
マ
イ
ル
ニ
ュ
ー
ス

も
し
も
し
こ
ち
ら
市
長
室
！

う
え
の
は
ら
健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

す
く
す
く
育
て
う
え
の
は
ら
っ
子

寄
り
道
う
え
の
は
ら

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

リ
ン
デ
ン
・
ス
マ
イ
ル
ニ
ュ
ー
ス

CLOSE UP   　NEWS

■ 認定区分と利用可能施設・事業所
区分 年齢 認定条件 利用可能施設

1号
満 3 歳〜
小学校
就学前

お子さんが満 3 歳以上で、
幼稚園などでの教育を希
望する場合

※幼稚園（給付対
象施設）・認定こど

も園

２号

お子さんが満 3 歳以上で、
「保育を必要とする事由」
に該当し、保育所などで
の保育を希望する場合 保育所・

認定こども園

３号
満 3 歳
未満

お子さんが満 3 歳未満で、
「保育を必要とする事由」
に該当し、保育所などで
の保育を希望する場合

※市内幼稚園では、幼稚園（給付対象施設）に平成 30年度より移行す
る予定の園はありません（平成 29年 11月現在）。
※幼稚園（給付対象施設）に移行しない幼稚園に入園する場合は、支給
認定を受ける必要がありません。

■ 保育の必要時間に応じた認定
認定種別 利用可能時間 保護者の労働時間

保育標準時間
（11時間）

午前 7時 30分〜
午後 6時 30分

月に120時間以上の
就労
※主にフルタイムの就
労を想定

保育短時間
（8時間）

午前 8時 30分〜
午後 4時 30分

月に64時間以上120
時間未満の就労
※主に短時間のパート
タイムを想定

教育標準時間
（6時間 30分）

午前 9時〜
午後 3時 30分

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

入
所
案
内

▼
受
付
期
間　
平
成
29
年
12
月

1
日（
金
）〜
8
日（
金
）

▲

受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分

▲

受
付
場
所　
福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当

※
へ
き
地
保
育
は
、
棡
原
保
育

所
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
、
で

き
ま
せ
ん
。

▲

入
所
に
関
す
る
書
類
の
配
布　

11
月
1
日（
水
）か
ら
福
祉
課
子

育
て
支
援
担
当
で
配
布
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
子
育

て
支
援
担
当
（
☎
62
︱

3
1
1
5
）

■ 正規保育所（秋山保育所）
入所基準 保育認定子ども（保育所）「保育を必要とする事由」に該当する 2 号・3 号認定

入所年齢 生後 3 か月（生後 8 週を経過した翌月）から小学校就学前

保育時間 保育標準時間：午前 7 時 30 分〜午後 6 時 30 分
保 育 短 時 間：午前 8 時 30 分〜午後 4 時 30 分

延長保育利用可能時間 保育標準時間：延長保育無し
保 育 短 時 間：午前 7 時 30 分〜 8 時 30 分、午後 4 時 30 分〜 6 時 30 分

■ へき地保育所（棡原保育所）
入所基準 棡原・西原地区に居住していること。※支給認定を受ける必要はありません。
入所年齢 満 3 歳から小学校就学前

保育時間 午前 8 時 30 分〜午後 4 時 30 分
（土曜日は、午後 0 時 30 分までです。）

■ 認定こども園（上野原こども園）
教育標準時間認定子ども（幼稚園） 保育認定子ども（保育所）

入所基準 「保育の必要とする事由」に該当し
ない 1 号認定 「保育を必要とする事由」に該当する 2 号・3 号認定

入所年齢 満 3 歳児〜小学校就学前 生後 3 か月（生後 8 週を経過した翌月）〜小学校就学前

保育時間 午前 9 時〜午後 3 時 30 分
（土曜日は、休みです。）

保育標準時間：午前 7 時 30 分〜午後 6 時 30 分
保 育 短 時 間 ：午前 8 時 30 分〜 午後 4 時 30 分

延長保育の
利用可能
時間

保育標準時間：午前 7 時〜 7 時 30 分、午後 6 時 30 分〜 9 時
保 育 短 時 間：午前 7 時〜 8 時 30 分、午後 4 時 30 分〜 9 時

（保育標準時間・保育短時間ともに、土曜日の午後は、７時までです。）

入所案内

■ 保育の必要とする事由
① ひと月あたり64時間以上労働していること
② 妊娠中であるかまたは、出産後であること
③ 疾病、負傷、障害などのため
④ 同居または長期間入院している親族を介護などしているため
⑤ 震災、風水害などの復旧にあたっている
⑥ 求職活動（企業の準備を含む）を行っているため
⑦ 学校などで教育、訓練を受けているため
⑧ 児童虐待または家庭内暴力の恐れがあると認められるとき

⑨ 育児休業取得時に、既に保育を利用している子がいて
継続利用が必要な場合

⑩ 市長が認める各号に類する状況があるとき

市
で
は
平
成
30
年
度
の
保
育

所
（
正
規
・
へ
き
地
保
育
所
）

と
認
定
こ
ど
も
園
の
入
所
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
に
は
、「
施
設
・
事

業
者
の
利
用
と
保
育
の
必
要

性
」、「
保
育
の
必
要
量
に
応

じ
た
認
定
」
を
確
認
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

施
設
・
事
業
者
の
利
用
と

保
育
の
必
要
性

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
な

ど
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、「
支

給
認
定
」
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
支
給
認
定
を
受
け
ら

れ
る
基
準
は
、
法
令
な
ど
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、『
子
ど

も
の
年
齢
』
と
『
保
育
が
必
要

な
事
由
』
お
よ
び
『
時
間
』
に

よ
り
支
給
認
定
を
行
い
ま
す
。

保
育
の
必
要
量
に

応
じ
た
認
定

2
号
認
定
ま
た
は
3
号
認
定

を
受
け
る
方
は
、
保
育
を
必
要

と
す
る
時
間
に
応
じ
て
、『
保
育

標
準
時
間
』と『
保
育
短
時
間
』

の
そ
れ
ぞ
れ
認
定
区
分
で
認
定

さ
れ
ま
す
。
申
請
書
に
は
、
必

要
と
す
る
認
定
種
別
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

認定こども園とは、保育所と幼稚園機能を

合わせもつ施設です。また、今までの保育

所と異なり就労などの条件がなくても入所

が可能です。教育

標準時間認定、短

時間保育認定、長

時間保育認定とに

区別しますが、同じ

保育室内で一緒に教

育・保育を行います。

■ 認定こども園（巌こども園）
教育標準時間認定子ども（幼稚園） 保育認定子ども（保育所）

入所基準 「保育の必要とする事由」に該当し
ない 1 号認定 「保育を必要とする事由」に該当する 2 号・3 号認定

入所年齢 満 3 歳児〜小学校就学前 生後 3 か月（生後 8 週を経過した翌月）〜小学校就学前

保育時間 午前 9 時〜午後 3 時 30 分
（土曜日は、休みです。）

保育標準時間：午前 7 時 30 分〜午後 6 時 30 分
保 育 短 時 間：午前 8 時 30 分〜 午後 4 時 30 分

延長保育の
利用可能
時間

保育標準時間：午前 7 時〜 7 時 30 分、午後 6 時 30 分〜 7 時
保 育 短 時 間：午前 7 時〜 8 時 30 分、午後 4 時 30 分〜 7 時

※休所（園）日は、毎週日曜日、国民の祝日、年末年始（12/29 〜 1/3）です。

保育所・認定こども園の入所
申し込みが始まります !!

平成 30 年度保育所・認定こども園の入所案内   　問い合わせ　福祉課子育て支援担当（☎ 62-3115）
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上野原市長

江
え ぐ ち

口英
ひ で お

雄

〜市民と市長のホットライン〜

もしもしこちら
市長室 !!

市民のみなさんと市長とのふれ愛トーク　【申込み・問い合わせ　企画課政策推進担当 ☎ 62 − 3118】

▼ 日時・場所　　11 月 27 日（月）午前９時〜 11 時、市役所市長室

▼ 対象・方法　　1 人または 1 組（5 人程度）を対象に、１日３組を受け付け、対話時間はおおむね 20 分間です。

10 月 5 日（木）、市役所庁議室で、上野原市地域
見守り活動に関する協定書調印式が行われました。
この協定は、市が生活協同組合ユーコープおうち
CO-OP 甲府センターの営業活動を利用して、市内
の子どもからお年寄りなどの見守り活動を行うた
めの協定です。

上野原市地域見守り活動に関する協定書
調印式 !!

▲生活協同組合ユーコープおうち CO-OP 甲府セン
　ターの木塚智司センター長（左）と江口市長（右）

ある日の市長

オ
コ
シ

タ
イ

通
信

vol. 10

上野原市
地域おこし協力隊

みなさんこんにちは。地域おこし協力隊です。今回は、協力隊の松本がお手伝いしている「第 1 回酒
まんじゅう作り」の様子や先生たちの熱い思いをご紹介します。

検索

ふらっと上野原f 上野原市地域おこし協力隊 Facebook
⇒日々発見したものを毎日更新中 !!

【https://www.facebook.com/uenohara.jp】

HP
観光サイト『ふらっと上野原』
⇒上野原市の観光情報を発信中 !!

【https://uenohara.jp】

オコシタイ通信　2 か月に 1 回程度、上野原市地域おこし協力隊の活動などを報告します。

協力隊の活動情報は、Facebook や観光WEBサイト「ふらっと上野原」でご確認ください。

▲完成した酒まんじゅう。キヌア
　がのっています。

第
１
回
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り

9
月
18
日（
月
・
祝
）、勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
の
調
理
室
で
第
1
回
酒
ま

ん
じ
ゅ
う
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
は
、
酒
ま
ん
じ
ゅ

う
の
作
り
方
を
研
究
し
て
い
る『
和

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
』
の
み
な
さ
ん
。

酒
ま
ん
じ
ゅ
う
は
本
来
、
甘
酒
づ

く
り
や
生
地
づ
く
り
な
ど
の
仕
込

み
に
数
日
か
か
る
の
で
す
が
、
今

回
は
仕
込
み
を
済
ま
せ
た
生
地
を

使
っ
て
、
あ
ん
こ
と
柚
子
味
噌
を

包
み
、
発
酵
後
に
蒸
す
ま
で
の
工

程
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
み

な
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
、
酒
ま
ん

じ
ゅ
う
作
り
が
は
じ
め
て
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
講
師
と
一
緒
に
作

る
こ
と
で
、
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気

の
教
室
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、「
祖
母
や
母
は
、
酒
ま
ん

じ
ゅ
う
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
が
、

作
り
方
を
教
え
て
も
ら
わ
な
か
っ

た
の
で
、
学
べ
て
よ
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲

み
ん
な
で
一
緒
に
生
地
を
計
量
し
て
、
あ
ん

こ
を
包
む
準
備
（
右
上
）、
あ
ん
こ
を
包
み
発

酵
前
の
ま
ん
じ
ゅ
う
（
右
下
）、
事
前
に
生
地

を
こ
ね
る
先
生

酒
ま
ん
じ
ゅ
う
へ
の
想
い

『
和
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
』は
、
昔

な
が
ら
の
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
の
製
法

を
後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
と
い

う
想
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。
昔
は

各
家
庭
で
作
ら
れ
て
い
た
の
に
、

今
で
は
作
れ
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い

な
い
。
昔
な
が
ら
の
製
法
を
知
っ

て
い
る
代
表
の
辺
見
さ
ん
を
中
心

に
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
の
作
り
方
を
学

べ
る
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
の

会
は
、
伝
統
を
引
き
継
ぐ
だ
け
で

な
く
、「
手
を
動
か
し
て
楽
し
い
酒

ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
」
が
テ
ー
マ
で

す
。
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
づ
く
り
は
時

間
が
か
か
る
大
変
な
作
業
で
す
。

た
だ
作
る
だ
け
で
は
な
く
、
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
家

で
も
作
り
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う

想
い
が
あ
り
ま
す
。
第
2
回
酒
ま

ん
じ
ゅ
う
作
り
は
11
月
に
行
わ
れ

ま
す
。
老
若
男
女
問
わ
ず
ど
な
た

で
も
大
歓
迎
と
の
こ
と
で
す
。
み

な
さ
ま
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第２回酒まんじゅう作り

▼ 日　時　11 月 24 日（金）
　　　　　午前９時〜午後２時

▼ 場　所　勤労青少年ホーム

▼ 定　員　15 名

▼ 参加費　500 円

▼ 持ち物　　エプロン、三角巾、筆記用具

▼ 申し込み　電話で申し込みください

▼ 募集期間　11 月 10 日（金）〜 17 日（金）正午

▼ 参加費　500 円
●申込み・問い合わせ　
　市観光協会事務局（経済課内）（☎ 62-3119）

▲味噌を包む。あんこ包みより
　も技術が必要です。

和
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
代
表

辺
見
佳
子
さ
ん

魅
力
あ
る
雇
用
の
創
出

平
成
26
年
に
厚
生
労
働
省
の
委

託
を
受
け
て
は
じ
ま
っ
た
上
野
原

市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
（
以
下
、

協
議
会
）
の
実
践
型
雇
用
創
造
事

業
は
、
雇
用
の
創
出
や
農
業
・
林

業
に
お
け
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構

築
に
む
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
市
内
の
木
材
を

利
用
し
た
木
製
弁
当
箱
な
ど
の
製

品
化
や
耕
作
放
棄
地
な
ど
を
利
用

し
た
キ
ヌ
ア
栽
培
と
６
次
産
業
化

に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
新
規
産

業
の
創
出
に
む
け
、
着
実
に
歩
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
の
秋
、
収
穫
を
迎
え
る
キ

ヌ
ア
は
、
順
調
に
生
育
が
進
み
、

そ
の
栽
培
方
法
な
ど
の
技
術
も
高

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
木
製

弁
当
箱
は
、
2
0
2
0
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
そ
の
利
用
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、
市
内
の
雇
用

創
出
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

3
年
目
を
迎
え
る
こ
の
厚
生
労

働
省
か
ら
の
委
託
事
業
も
、
今
年

度
で
終
わ
り
ま
す
。
今
後
こ
の
事

業
は
、
法
人
へ
と
継
承
し
、
さ
ら

な
る
雇
用
創
出
、
拡
大
を
図
っ
て

い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
こ
の

事
業
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力

を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

市長のひと言　vol.87
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●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎62-4134）

保健師からのメッセージ　№59

うえのはら健康家族
Healthy Life

伝言板

今月の健康レシピ　№144 保健だより

鮭ときのこの蒸し焼き
減塩のススメ

にんにく、しょうがなどの香味の強い食材を使う
ことで、塩分控えめでもおいしくいただくことが
できます。また、これから寒くなる季節、にんに
くやしょうがを使った料理で身体を温め、免疫力
をアップさせましょう。

●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎62-4134）

★乳幼児健診

詳細については、該当児にお知らせを郵送します
　

★乳がん施設検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 30 年 4

月 1 日までに 40 歳以上になる女性
◎検 診 料	 700 円
◎内 容	 マンモグラフィ 2 方向検査
◎医療機関	 上野原市：上野原市立病院、大月市：

大月市立中央病院、山梨市：加納岩
総合病院、笛吹市：クアハウス石和、
相模原市：相模原赤十字病院

◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★集団検診（午前実施）
◎日 時	 11 月 18 日（土）、19日（日）
◎検診項目	 特定（基本）健診・胃がん・肝がん・

大腸がん・肺がん・前立腺がん・乳
がん検診

★子宮頸がん検診（午後実施）
◎日 時	 11 月 15 日（水）
◎検診項目	 子宮頸がん検診

▼各健診、検診、交付、相談の場所は、保健セ
　ンター（勤労青少年ホーム）となります。

▼各検診の申し込みは、保健担当へ電話で申込
　ください。
※市の施設検診との重複受診はできません。
※対象年齢は、20歳以上となります。ただし前立腺がん検診は、50歳
　以上が対象となります。
※年間日程や自己負担金などの詳細は、広報うえのはら 4月号『保健事業のご
　案内』をご覧いただくか、保健センターまでお問い合わせください。
※希望者多数の場合は、ご希望に添えない場合があります。あらかじめご承知お
　きください。

実施日 該当児
4か月児 12月1日（金） H29 年7 月 1 日〜7 月31 日生
9か月児 12月1日（金） H29 年 2 月 1 日〜 2 月28 日生
1歳６か月児 11月7日（火） H28 年 3 月 1 日〜 4 月30 日生
2 歳 児 11月13日（月） H27 年 7 月 1 日〜8 月15 日生
5 歳 児 11月22日（水） H24 年 11 月 1 日〜11 月30 日生

鮭ときのこの蒸し焼き

材料 4 人分（1 人分のエネルギー 138Kcal 食塩相当量 0.4g）
材料 分量 材料 分量
鮭 ２切れ まいたけ 1 袋

酒 大さじ１ しいたけ ４枚

塩・こしょう 少々 にんにく ２かけ

オリーブ油 小さじ１ しょうが 10g

玉ねぎ １／２個 バター ２０g

えのき 1 袋 パセリ（みじん切り） 適宜

しめじ 1 袋

上野原市立病院からのお願い

院内感染の予防にご協力ください

これからの季節は、インフルエンザやノロウイル
スなどの流行期です。市立病院では、院内感染の予
防強化をすすめています。地域のみなさんにも、次
の点のご協力をお願いします。

▼面会時間の遵守
　入院患者への面会時間は、正午から午後８時です。

▼面会時マスク着用
　感染症流行期に入った場合は、面会者全員にマス

クの着用をお願いしています。

作り方
鮭は酒と塩・こしょうで下味をつける。玉ねぎは薄
切り、キノコ類は食べやすいようにほぐしておく。
フライパンに油を熱し、鮭を表面に焼き色をつける
ように焼く。
いったん鮭を取り出し、バター、みじん切りしたにんに
く・しょうがを入れ、玉ねぎときのこをさっと炒める。
鮭をフライパンに戻し、パセリを振り、ふたをして
弱火で鮭ときのこに火が通るまで蒸し焼きにする。

２ 

１ 

３ 

４

脂質異常症とは、血液中のLDLコレステロール
（悪玉）や中性脂肪が必要以上に増えるか、または
HDLコレステロール（善玉）が減った状態のこと
です。この状態が続くと動脈硬化を引き起こします。
平成27年の山梨県人口動態統計の上野原市での死
因は、1位がん（24.9％）、２位心疾患（15.1％）、
３位脳血管疾患（8.9％）となっており、動脈硬化
が関係する疾患が上位となっています。これらの疾
患は、自覚症状がないのが怖いところで、血管検査

今月のテーマ

あなたも脂質異常症かもしれません !!
をしてみないと身体のなかでおこっていることはわ
かりません。いち早く気づき生活改善することで数
値もよくなっていきます。
市では、11月に今年度最後の集団検診を実施し
ます。まだ、申し込みをしていない人は、ぜひ長寿
健康課保健担当へ申し込みください。詳しくは、保
健だよりのコーナーをご覧ください。

●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

▼面会自粛
　子どもは、感染症にかかりやすい傾向にあります。

そのため感染症流行期は、12 歳未満の子どもの入院
患者への面会を控えましょう。また、家族などの親
しい人がインフルエンザにかかっていた場合も、感
染の潜伏期間を考慮して、面会を控えましょう。

▼面会制限

　感染症流行期に入った場合、病棟ごとに面会を制限
することがあります。

●問い合わせ　上野原市立病院（☎ 62-5121）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

●
日
時　
11
月
25
日（
土
）
午
後

9
時
〜
正
午

●
場
所　
消
防
本
部
庁
舎
２
階
会

議
室

●
内
容　
普
通
救
命
講
習
（
成
人

の
心
肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用

方
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員　
20
名

●
受
講
資
格　
市
内
在
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
、
在
学
の
中
学
生

以
上
の
人

●
申
込
期
限　
11
月
17
日（
金
）

●
費
用　
無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　
消
防
総

●
日
時　
11
月
26
日（
日
）
午
後

1
時
開
演
（
入
場
無
料
）

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容　

児
童
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
上
野
原
市
民
15
団
体
に
よ

る
合
唱
の
祭
典

※
各
団
体
は
、
多
く
の
人
の
心
に

響
く
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
目
標
に
し

て
、
日
頃
か
ら
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
市
民
合
唱
祭
実

行
委
員
会
事
務
局
・
八
木
（
☎

63

－

0
0
4
7
）

平
成
29
年
度

児
童
虐
待
防
止
月
間
標
語

「
い
ち
は
や
く
　

　
　
知
ら
せ
る
勇
気

　
　
　
　
　
　
つ
な
ぐ
声
」

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
が
い
た
ら
、
ま
た
は
ご
自
身

が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
、

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
８
９
」

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た

林
業
の
仕
事
に
従
事
し
た
こ
と

が
あ
り
、
林
退
共
制
度
に
加
入
し

て
い
た
人
で
、
退
職
金
請
求
手
続

き
を
し
て
い
な
い
人
は
、
退
職
金

を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
林
退
共
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構　
林

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
（
☎

03
−

6
7
3
1

−

2
8
8
7
）

務
課
警
防
救
急
担
当
（
☎
62

－

４
１
１
２
）

農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
の
農

地
利
用
の
確
認
、
遊
休
農
地
の
実

態
把
握
と
発
生
防
止
・
解
消
な
ど

を
目
的
に
、
毎
年
、
市
内
全
域
で

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状
況
調

査
・
利
用
意
向
調
査
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
調
査
期
間　
10
月
末
〜
12
月
末

●
調
査
方
法　
農
業
委
員
と
推
進

委
員
が
農
地
を
見
回
り
、
遊
休

農
地
（
荒
廃
農
地
）
か
ど
う
か

を
判
断
し
ま
す
。

※
必
要
に
応
じ
て
所
有
者
に
聞
き

取
り
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
市
農
業
委
員
会

（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

●
募
集
人
員　
若
干
名

●
職
務
内
容　
パ
ソ
コ
ン
へ
の
デ

ー
タ
入
力
、
文
書
整
理
、
申
告

受
付
、
課
税
書
類
整
理
な
ど

●
雇
用
期
間　
平
成
30
年
１
月
12

日（
金
）〜
３
月
30
日（
金
）

※
雇
用
期
間
終
了
後
も
、
5
月
上

旬
ご
ろ
ま
で
雇
用
継
続
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
方
法　
履
歴
書
（
顔
写
真

貼
付
）
を
税
務
課
課
税
担
当
へ

持
参
ま
た
は
提
出
。

●
応
募
期
限　
11
月
30
日（
木
）（
消

印
有
効
）

●
選
考
方
法　
面
接

※
選
考
日
に
つ
い
て
は
、
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
給
与
な
ど
の
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
税
務
課
課
税
担

当
（
☎
62

−

3
1
1
3
）

●
日
時　

平
成
30
年
１
月
18
日

（
木
）、
19
日（
金
）
の
い
ず
れ

か
１
日

●
場
所　
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

内
リ
バ
ー
ス
和
戸
館
（
甲
府
市

川
田
町
5
1
7
番
地
）

●
内
容　
適
性
試
験
、知
識
試
験
、

技
能
試
験

●
申
請
手
数
料　
5
2
0
0
円

●
申
請
期
間　
11
月
1
日
（
水
）

〜
12
月
12
日（
火
）（
土
・
日
・

祝
日
除
く
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
県
み
ど
り
自
然

課
自
然
保
護
担
当（
☎

0
5
5

−

2
2
3

−

1
5
2
0
）

ゃ
べ
り
）、
専
門
家
に
よ
る
認

知
症
ケ
ア
、
介
護
な
ど
の
相
談

●
費
用　
無
料

※
昼
食
は
希
望
制
で
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
、
市
の
委
託
事
業

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
に
ん
じ
ん
ホ
ー

ム
・
上
野
原
（
☎
62

−

6
2
2
2
）

●
期
間　
11
月
13
日（
月
）〜
19

日（
日
）　

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
7
時
（
土
・
日
は
午
前
10

時
〜
午
後
5
時
）

《
電
話
番
号
　
0
5
7
0

−

0
7
0

−

8
1
0
》

※
強
化
週
間
以
外
は
、
平
日
の
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

ま
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
甲
府
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
（

☎

0
5
5

−

2
5
2

−

7
2
3
9
）

●
対
象
者　
認
知
症
の
人
と
そ
の

家
族
、
地
域
住
民
の
人

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き

ま
す
。

●
日
時　
11
月
19
日（
日
）
午
前

11
時
〜
午
後
2
時

※
都
合
の
よ
い
時
間
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
場
所　
に
ん
じ
ん
ホ
ー
ム
・
上

野
原
（
上
野
原
5
2
2
）

●
内
容
　
カ
フ
ェ
と
ラ
ン
チ
、
グ

ル
ー
プ
ト
ー
ク
（
気
軽
な
お
し

第
13
回
上
野
原
市
民
合
唱
祭

開
催
の
お
知
ら
せ

税
務
課
臨
時
職
員
と
し
て

働
き
ま
せ
ん
か

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
が
始
ま
り
ま
す

応
急
手
当
講
習
会

開
催
の
お
知
ら
せ

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
で
す

平
成
29
年
度
狩
猟
免
許
試
験

（
狩
猟
免
許
4
種
類
）

ひとりで悩まずにぜひ相談を !!

いのちのセーフティネット相談窓口開設

▲

自殺防止センター・・・・  ☎ 055-254-8651▲

ストレスダイヤル・・・・  ☎ 055-254-8700▲

こころの健康相談統一ダイヤル（自殺防止電話相談）
・・・・・・・・・・・・・   ☎ 0570-064-556▲

山梨県ひきこもり相談窓口
・・・・・・・・・・・・・  ☎ 055-254-7231▲

山梨いのちの電話・・・・☎ 055-221-4343▲

よりそいホットライン・・☎ 0120-279-338▲

いじめ不登校ホットライン（総合教育センター）　　
・・・・・・・・・・・・・  ☎ 055-263-3711
【問い合わせ】
福祉課障害福祉担当　（☎ 62-3115）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
の
退
職
金
請
求

認
知
症
カ
フ
ェ「
は
る
カ
フ
ェ
」

に
お
越
し
く
だ
さ
い

の
1
本
の
電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど

も
が
い
ま
す
。

相
談
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可

能
で
す
。
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に

関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
市
児
童
家
庭
相

談
室
（
☎
62

−

1
1
9
9
）
福

祉
課
子
育
て
支
援
担
当
（　
☎

62

−

3
1
1
5
）
都
留
児
童
相

談
所
（
☎
45

−

7
8
3
8
）

●
日
時　
12
月
6
日
（
水
）
午
後

2
時
〜
4
時

●
場
所　

富
士
吉
田
市
民
会
館

（
富
士
吉
田
市
緑
が
丘
2

−

5

−

23
）

※
参
加
無
料
で
事
前
申
込
み
不
要

●
問
い
合
わ
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

富
士
吉
田
（
☎
0
5
5
5

−

23

−

8
6
0
9
）

参加しよう！！
『地域づくり市民フォーラム』

▼日時　12 月 4 日（月）午後 6 時〜
　　　　 午後 5 時 30 分受付開始▲

場所　もみじホール▲

内容　地域づくりの取り組みを紹介す
　　　　る講演　講師　土屋幸己 氏（公
　　　　益財団法人さわやか福祉財団）▲

参加費　無料
※申し込みは不要です。興味のある人は

直接会場にお越しください。
※高齢になっても認知症が進んでも安心

して暮らせる地域をつくるために、一
緒に学びましょう。

【問い合わせ】　
長寿健康課地域包括支援担当（☎ 62-3128）

市こころの健康相談
●受付日時　毎週月曜日　午前 9 時〜正午
　　　　　　午後１時〜４時
●内　　容　看護師がこころの悩みや健康問題
　　　　　　の電話相談にのります。
●電話番号　0554−67−8

ハ レ バ レ

080

介
護
就
職
デ
イ
（
福
祉
関
係

就
職
面
接
会
）
開
催
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 金物・土木建築資材・塗料・水道部品・
物置・カーポート家庭用品・ガラス修理

株式会社　富田
〒 409-0112 上野原市上野原 3261
☎ 0554-63-1331（代）　日曜・祝日定休日　国道 20 号 やましん横

町の便利なお店

国道沿いに大きな駐車場あり
お買い物は、お車でどうぞ !!

有料広告 有料広告

「付加年金制度」をご存知ですか

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午
後
0

時
30
分

●
場
所　
ぴ
ゅ
あ
富
士

●
対
象
者　
女
性

●
受
講
料　
無
料

●
定
員　
20
名

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
県
男

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
45

−
1
6
6
6
）

●
日
時　
11
月
23
日
（
木
・
祝
）

た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

※
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
な
る
よ
う
に
、
多

く
の
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
長
寿
健
康
課
地

域
包
括
支
援
担
当
（
☎
62

−

3
1
2
8
）

●
日
時　
12
月
8
日
（
金
）、
15

日
（
金
）、
平
成
30
年
1
月
11

！《
全
国
統
一
防
火
標
語
》

『
火
の
用
心
　
こ
と
ば
を
形
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
習
慣
に
』

《
秋
季
火
災
予
防
運
動
》

　
11
月
9
日（
木
）〜
15
日（
水
）

《
重
点
目
標
》

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
な
ど
に
お
け

る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

④
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
組
み
の
推
進

⑤
多
く
の
人
が
集
合
す
る
催
し
に

対
す
る
火
災
予
防
指
導
な
ど
の

徹
底

⑥
乾
燥
時
及
び
強
風
時
火
災
発
生

防
止
対
策
の
推
進

※
市
消
防
本
部
・
署
お
よ
び
市
危

険
物
安
全
協
会
で
は
、
11
月
9

日
（
木
）に
市
内
の
巡
回
広
報

を
実
施
し
ま
す
。

《
住
宅
防
火
・
い
の
ち
を

　
　
　
守
る
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
に
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

⑤
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る
。

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

《
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
重
要
性
》

　
住
宅
火
災
で
死
亡
す
る
原
因
の

６
割
以
上
が
逃
げ
遅
れ
で
す
。

い
ち
は
や
く
火
災
発
生
に
気
づ

く
為
に
も
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
や
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

《
10
年
た
っ
た
ら
、
と
り
カ
エ
ル
》

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な

る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切

れ
な
ど
で
火
災
を
感
知
し
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
10
年
を
目

安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　
消
防
本
部
消
防

総
務
課
予
防
担
当
（
☎
62

−

4
6
7
1
）

●
日
時　
11
月
24
日（
金
）
午
後

2
時
〜
4
時

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル
会
議
室
1

●
対
象
者　
市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
人

※
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
な
い
人

●
内
容　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ

ン
ト
制
度
、
施
設
内
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
注
意
点
な
ど

●
受
講
料　
無
料

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
長
寿

健
康
課
地
域
包
括
支
援
担
当

（
☎
62

−

3
1
2
8
）

●
日
時　
12
月
14
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所　
市
役
所
会
議
室
A
・
B

●
内
容　
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の

人
を
中
心
と
し
た
医
学
的
判
定

や
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
の
相
談

●
申
込
期
限　
11
月
30
日（
木
）

※
要
予
約

●
主
催　
山
梨
県
障
害
者
相
談
所

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
福
祉

課
障
害
福
祉
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

1
時
間
　
7
8
4
円

（
平
成
29
年
10
月
14
日
発
効
）

●
問
い
合
わ
せ　
都
留
労
働
基
準

監
督
署
（
☎
43

−

2
1
9
5
）

山
梨
県
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

秋
季
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

●

日
時　
11
月
29
日（
水
）
午
後

7
時
〜

●

場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●

講
演　
「
認
知
症
の
点
と
線
」

●

講
師　
岩
手
西
北
医
師
会
認
知
症

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
、
こ
ん

の
神
経
内
科
・
脳
神
経
外
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長　
紺
野
敏
昭 

先
生

●

参
加
費
　
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ど
な

「
母
」
上
野
原
上
映
会
を

見
に
行
こ
う

知
的
障
害
者
巡
回
相
談

の
お
知
ら
せ

国民年金の第一号被保険者・任意加入被保険
者が定額保険料に付加保険料をプラスして納付
すると、老齢基礎年金に付加年金が上乗せされ
ます。
※この制度は、国民年金の第１号被保険者と任意加入被保険

者（65 歳未満）の方が利用できます。このほかにも、国民
年金基金制度があります。

※上乗せ制度の保険料は、全額が社会保険料控除の対象です。
※国民年金保険料の免除または納付猶予を受けている方、国

民年金基金に加入している方は、付加年金制度を利用する
ことができません。

※付加保険料の納付手続きは、印鑑、年金手帳を持参し、市
民課国保年金担当、秋山支所、各出張所にお越しください。

●問い合わせ　 市 民 課 国 保 年 金 担 当（ ☎
62–3112）、日本年金機構大月年金事務所（☎
22–3811）

『
た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ポ
研
修
会
』

に
参
加
し
よ
う

四方津石井工務店
お気軽にご相談下さい。

上野原市コモアしおつ４-20-1
TEL 0554(23)7076   0554(63)2065

外壁
塗装

介護
工事 新築 増改

築
外構
工事

○付加保険料は、月額400円です。

定額保険料（月額）16,490円（平成29年度）+ 付加保険料（月額）400円
○付加年金の受給額（年額）は、65歳から受給する場合
　『200 円×付加保険料を納付した月数』です。

+老齢
基礎年金

付加
年金

年金の
受給
総額

老齢
基礎年金

付加年金

《65歳から受給する場合》
　★例えば付加保険料を 10 年間納付したとすると
　○付加保険料の納付総額は、48,000円になります。
　　400 円× 120 月（10 年）＝ 48,000 円
　○付加年金の受給額は、24,000円（年額）になります。
　　200 円× 120 月（10 年）＝ 24,000 円
　　　　　　　　　　老齢基礎年金に付加年金
　　　　　　　　　　24,000 円（年額）が上乗せされます。
　よって、付加年金を2年間受給すると納付した付加保険
料総額と同額になります。

参加者募集中！！
山梨百名山『高柄山登山』

▼日　時　12 月 2 日（土）
　　　　　午前 8 時 35 分〜午後４時

▼コース　 四方津駅集合〜千足峠〜高柄山〜大丸〜金山峠〜
　　　　　　　 桜井峠〜秋山温泉〜（バス移動）〜上野原駅・市役所
　　　　　　　  解散【歩行距離約 10㎞】

▼対　象　75 歳未満の健康で登山経験のある人

▼参加費　1 人 1,000 円（保健・資料・温泉代）

▼ガイド　上野原市観光ボランティアガイド

▼申込方法　電話で申し込みください。

▼申込期限　11 月 22 日（水）
※高柄山は、標高 733m の低山ですが、岩場やアップダウン
　が多い中級者向けです。詳しくは、お問い合わせください。

●申込み・問い合わせ　
　市観光協会事務局（経済課内）（☎ 62 − 3119）

午
前
10
時
〜
、
午
後
2
時
〜
、

午
後
6
時
〜

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容　
劇
映
画
「
母–

小
林
多

喜
二
の
母
の
物
語–

」

●
入
場
料　
当
日
1
2
0
0
円
、

前
売
1
0
0
0
円

※
当
日
券
の
み
中
高
生
8
0
0

円
と
な
り
ま
す
。

●
後
援　
上
野
原
市
、
上
野
原
市

教
育
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ　
「
母
」
上
映
実

行
委
員
会
大
神
田 

（
☎

0
8
0

−

6
6
2
4

−

6
3
7
1
）

『
第
6
回
認
知
症
懇
話
会
』
に

参
加
し
よ
う

『
思
い
を
伝
え
る
た
め
の

S
N
S
・
N
e
t
活
用
講
座
』
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も
し
も
し
こ
ち
ら
市
長
室
！

う
え
の
は
ら
健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

す
く
す
く
育
て
う
え
の
は
ら
っ
子

寄
り
道
う
え
の
は
ら

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

リ
ン
デ
ン
・
ス
マ
イ
ル
ニ
ュ
ー
ス

も
し
も
し
こ
ち
ら
市
長
室
！

う
え
の
は
ら
健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

す
く
す
く
育
て
う
え
の
は
ら
っ
子

寄
り
道
う
え
の
は
ら

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

リ
ン
デ
ン
・
ス
マ
イ
ル
ニ
ュ
ー
ス

▲ ▲ ▲

11 月の各種相談日・申請期限・窓口業務
区　　分 日　　時 場　　所

結 婚 相 談 所 毎週日曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週月曜日〜金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消費生活相談 毎週月・木曜日（祝日除く）
午前 9：00 〜午後 4：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

農 地 売 買・ 賃 借
申 請 書 提 出

11 月の申請書提出期限
10 日（金）

上野原市農業委員会（経済課内）
☎ 62-3119

市 税 収 納・
納 税 相 談

26 日（日）
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

市民課日曜窓口 26 日（日）
午前 9：00 〜正午

市民課カウンター 
☎ 62-3112

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 9 日（木）（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 父 子
家 庭 相 談

毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-3115

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

市勤労青少年ホーム
相談室☎ 63-3444

人 権 相 談 10 日（金）、24 日（金）
午前 10：00 〜正午

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

行 政 相 談 20 日（月）
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 16 日（木）（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 初診 藤来 荒井 三高 村田 賀来 内科医師
午前
予約

 賀来
三澤・荒井

岡本・村田
石井 藤来・花輪 小木

濵・藤来
岡本・村田

進藤
竹内

第 3 土曜日・予約

神 経 内 科 午前 栗田 瀧山
小 児 科 午前 赤羽 牧野 村上 沢登 矢崎
小 児
心 臓 外 来 午後 喜瀬

第 4 水曜日・要予約

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂 山梨大非常勤医師 長坂
外 科 午前 松野 遠藤 冨岡 松野 冨岡
外科・肛門外科 午後 冨岡
胸 部 外 科 午後 平良  予約のみ

皮 膚 科 午前
大沼 三井午後

整 形 外 科 午前 森田・樋貝 須田 戸島・樋貝 田・樋貝 金沢・樋貝

眼 科 午前 大野 徳田 大野
予約のみ

大野
（受付８:00 〜 10:00）

午後 杉谷

耳 鼻 咽 喉 科 午前 松岡 芦澤午後
泌 尿 器 科 午前 村石 小松

診療日 11/ ４、11、25

婦 人 科 午前 山梨大非常勤医師
（受付８:00 〜 10:30）

西 原 診 療 所 午後 三高
第 1・3 木曜日のみ

秋 山 診 療 所 午前 岡本 古屋 上條
午後 岡本

※この案内は、10月 10日現在のものです。都合により変更となる場合があります。

※小児科の夜間・休日診療などは、「富士・東部小児初期救急医療センター」で行っています。
　当日の小児科医は、他病院の小児科医とともに、センターでの診療にあたっています。
　富士東部小児初期救急医療センター（☎0555-24-9977）
※診療の受付時間は、午前８時〜11時 30分、午後2時〜４時までです。
※電話での問い合わせ受付時間は、午前8時30分〜午後５時までです。

▲ ▲ ▲

上野原市立病院 11 月の外来診療　●問い合わせ　市立病院（☎ 62−5121）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

●
対
象
児
童　
市
内
に
住
む
上
野

原
小
学
校
区
、
上
野
原
西
小
学

校
区
、
島
田
小
学
校
区
お
よ
び

秋
山
小
学
校
区
の
小
学
生
で
、

保
護
者
が
労
働
な
ど
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
児
童

●
開
設
地
区　
上
野
原
小
学
校
区

3
か
所
、
上
野
原
西
小
学
校
区

2
か
所
、
島
田
小
学
校
区
1
か

所
、
秋
山
小
学
校
区
1
か
所

●
開
設
日
時　
月
〜
金
曜
日
の
下

支
援
担
当
で
お
渡
し
し
ま
す
。

※
継
続
の
入
所
希
望
者
は
、
各
学

童
で
も
配
布
し
ま
す
。

●
受
付
期
間
お
よ
び
時
間　
12
月

1
日（
金
）〜
8
日（
金
）（
土
・

日
除
く
）
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分

※
受
付
期
間
以
前
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
受
付
期

間
終
了
後
の
申
し
込
み
は
、
期

間
内
に
申
し
込
み
さ
れ
た
方
が

優
先
さ
れ
ま
す
。

●
受
付
場
所　
福
祉
課
子
育
て
支

援
担
当

※
学
童
、保
育
所
、支
所
、出
張
所

で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
☎
62

−

3
1
1
5
）

●
日
時　
11
月
6
日（
月
）、
20
日

（
月
）、
28
日（
火
）
全
3
回
、

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会

議
室
1

●
内
容
　
人
材
活
用
の
理
解
を
深

め
、
人
材
ニ
ー
ズ
の
問
題
解
決

へ
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
講
義

校
時
〜
午
後
6
時
、
土
曜
日
・

春
休
み
・
夏
休
み
・
冬
休
み
は
、

午
前
8
時
〜
午
後
6
時
、
延
長

時
間
は
、
午
後
6
時
〜
6
時
30

分
（
平
成
29
年
度
現
在
）

●
費
用　
月
額
5
千
円

※
前
年
度
分
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
は
半
額
で
す
。

※
午
後
6
時
以
降
に
お
迎
え
の
場

合
、
延
長
保
育
料
が
1
児
童
1

回
に
つ
き
1
0
0
円
。

●
申
込
書
配
布
　
新
規
・
継
続
の

入
所
希
望
者
に
対
し
て
11
月
1

日（
水
）
か
ら
福
祉
課
子
育
て

平
成
30
年
度

学
童
保
育
所
入
所
案
内

防災行政無線の戸別受信機を撤去しています

　市では、防災行政無線のデジタル化工事にともない、
一部の地域に配布している戸別受信機が使用できなく
なるため、撤去作業をすすめています。
　現在、ご連絡いただいた世帯から作業を行っていま
すが、まだ、戸別受信機が設置してあり、ご連絡がな
い世帯については、11 月 30 日（木）までにご連絡く
ださい。連絡がない場合、撤去できなくなります。
※撤去対象は、音声告知端末（黒いボックス）ではありません。

【問い合わせ】　
総務課行政防災担当（☎ 62-3117）

●
対
象
者　
事
業
主
、
人
材
採
用

者
、
創
業
希
望
者

●
定
員　
15
名

●
費
用　
無
料

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
上
野
原
市
地
域
雇
用
創
造
協
議

会
で
は
、
こ
の
他
に
も
、
人
材

育
成
メ
ニ
ュ
ー
『
ビ
ジ
ネ
ス
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
』
な
ど

を
開
催
し
て
い
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す
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気
軽
に

お
問
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だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
上
野

原
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

（
☎
56

−

8
8
5
8
）

雇
用
拡
大
メ
ニ
ュ
ー

人
材
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
開
催

■ 学童保育所紹介
学童保育所名 学区 定員 電話番号

ありんこ第一クラブ 上野原小学校区 40 62-3109

ありんこ第二クラブ 上野原小学校区 40 62-3522

ありんこ第三クラブ 上野原小学校区 40 63-4151

コモコモクラブ 1 上野原西小学校区 45 66-3925

コモコモクラブ２ 上野原西小学校区 45 66-3925

かぜのこクラブ 島田小学校区 20 62-3233

あおぞらクラブ 秋山小学校区 30 56-1234

※定員数は、平成 29 年度現在のものです。

▲写真の２種類が撤去対象の戸別受信機です

職人・見習い大募集
新島工業株式会社
屋根・外壁・板金・雨樋一式

手に職をつけて長期安定収入＊社保完備＊昇給有＊未経験者優遇＊
お気軽にお電話ください！

TEL:090-5413-4348
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誕生

▼上野原地区
　臼井紅

く れ は

羽（和希）
　渡辺森

し ん ら

羅（健太）
　加藤和

わ く

来（正之）

▼西原地区
　笹木梛

な ぎ

葵（隆幸）
　
死亡

▲

大目地区
　松土賢一（一俊）
　奥秋よしこ（仁美）

▼巌地区
　小俣梅子（鈴木三枝子）
　小俣憲子（斉）

▼島田地区
　梶原松枝（秀一）

▼上野原地区
　中島富子（篤）
　奈良 江（章史）
　守重久男（宗秀）

▼西原地区
　奈良知人（敏江）
　降矢光子（長田岩雄）

▼秋山地区
　安留次男（俊介）
　佐藤德治（與一）
　須藤さか子（博仁）

（　）は、誕生の場合が保護者、死亡の
場合が届出人です。

【敬称略　順不同】
＝9月届出分＝

●『たまひよママのお茶会』棡原地区

【日　時】　11 月 28 日（火）午前 10 時〜正午
【場　所】　棡原保育所

【内　容】　砂場や滑り台がある広いお庭で、地域のお年寄
                 りやお姉さんたちと親子一緒に遊べます。

【問い合わせ】   代表者  互井（☎ 090-3212-2262）

すくすく育て
うえのはらっ子

〜我が家の主役〜

● 子育てサロン『あそびにおいでよ！』
【日　時】　11 月 9 日（木）、23 日（木・祝）
　　　　   午前 10 時〜正午

【場　所】　新一区集会所
【内　容】　親子が安心して遊べ、ママ友がつくれる。
               子育ての悩みなどを気軽に相談できる第 2
               の実家のような場所です。

【問い合わせ】   代表者 作田（☎ 090-9134-7827）

おめでた・おくやみ

市では、上野原こども園内と巌こども園内の２か所に、子育て支援センターを設置しています。
子育て支援センターは、親子で自由に遊ぶことができ、親同士の交流や情報交換、悩みの相談ができる場所です。
毎月、誕生会、お話広場、子育て講座など、多数行事を行っています。ぜひ、ご利用ください。

〜 子育て応援掲示板 〜

●『島田子育て＆地域カフェ』
【日　時】　11 月 2 日（木）午前 10 時〜正午
【場　所】　島田コミュニティセンター
※息抜きやお友達づくりにどうぞ。
※別室には、100 円で利用できる地域のみなさんのた

めのお茶のみコーナーがあります。
【問い合わせ】   代表者  佐藤（☎ 63-1519）

●『たまひよ DX』
【日　時】　11 月 25 日（土）、午前 10 時〜正午
【場　所】　コモア内ウエスト４丁目集会所
【内　容】　『たまひよ DX』は、成長・発達がゆっくり。
　　　　　マイペース？なお子さん（18 歳位まで）
　　　　　の健やかな育ちを願う会です。

【問い合わせ】　代表者 森本（☎ 080-5112-3142）
※日時が変更することがあります。参加を希望者はご連絡ください。

〜 子育てサポート情報 〜

ソフトドリンク1杯サービス
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秋山地区　　井上 結
ゆ い な

菜ちゃん （5 歳 1 か月）

　　　　　　　　  愛
あ い り

莉ちゃん （2 歳 5 か月）

                              陽
ひ な の
菜乃ちゃん （0 歳 4 か月）

政司さん、利桂さんの長女・二女・三女
“ 明るく元気に育ってね。”

レギュラー珈琲無料!
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クーポンは、
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●『子育てサロン＊ぽかぽか＊ひろば』
【日　時】　11 月 28 日（火）、ベビーマッサージ午前 10 時 30 分〜

　　　　　　　11 時 10 分、リトミック午前 11 時 30 分〜午後 0 時 10 分、
　　　　　　　ジュニアリトミック午後 4 時〜 5 時

【場　所】　コモア内ウエスト 4 丁目集会所
【内　容】　リズム体操、工作、親子で楽しむ簡単料理など
【問い合わせ】　山本（☎ 090-4420-3521）
　　　　　　　　　  （☎ 63–6623）

《募集》
わが家の主役に掲載する写真を募集しています。掲載を希望される方は、企画課までお問い合わせください。 企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

【対象者】　
　市内に住所がある人、市内に勤務されている人、市
内の学校に在学している人で次の項目に該当する人

・就学前のお子さんと保護者
・妊婦さん
・子育て支援活動をされている人
【利用期間】　
　毎週月曜日〜金曜日（祝日・年末年始を除く）
【利用時間】　
　午前9時〜午後0時 30分、午後2時 30分〜 4時
※相談受付：午前8時 30分〜午後4時 30分
※ランチルーム：午前11時 30分〜午後0時 30分

●子育て支援センターを利用しよう !!

【場所】
上野原こども園内、巌こども園内
※わからないことがありましたら、気軽にお問
い合わせください。

●問い合わせ　
　上野原子育て支援センター（☎56-8351）、
　巌子育て支援センター（☎62-6201）

秋山地区　佐藤 蓮
れ あ ん

杏 ちゃん （3 歳 10 か月）

杏菜さんの長女
“ 元気でわんぱくっ子です !!”
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一 般 書
◇『千の扉』
　柴崎友香／著　中央公論新社
◇『百貨の魔法』
　村山早紀／著　ポプラ社

児 童 書
◆『クリスマスがちかづくと』
　斉藤倫／作　くりはらたかし／画　福音館書店

◆『走れ ! ヒットン』
　須藤靖貴／著　講談社

絵 本
○『おならまんざい』
　長谷川義史／作　小学館

図書館イベント

《開館時間》
●水・金・土・日　午前9時30分〜午後5時
●火・木　午前9時30分〜午後7時

【問い合わせ】市立図書館　☎ 63-5241

♯131

スマイル
ニュース

SMILE NEWS

リンデン
だより

LINDEN DAYORI

◆子ども映画館『トムとジェリー』
日時　11 月 11 日（土）午前 10 時〜10 時 50 分、
　　　 午後 2 時〜 2 時 50 分
◆子ども図書館まつり
大型紙芝居・パネルシアター・マジックなど
日時　11 月 18 日（土）午後 1 時 30 分〜
場所　もみじホール
◆リンデンドーム朗読館

『二人の若者の死』市川多津江／作　ほか
日時　11 月 26 日（日）午後 2 時〜
◎上野原朗読の会
◆親子文芸講座

『切り絵教室』
日時　11 月 25 日（土）午後 1 時〜 2 時 30 分
◆ライブラリーキッズルーム
〜英語絵本おはなし会〜
アニメ『三人の騎士』ほか
日時　11 月 4 日（土）午前 10 時〜正午
※ライブラリーキッズルーム終了後、幼児と保
　護者を対象に会議室を開放しています。ぜひ
　ご利用ください。
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市立図書館

男女共同参画をもっと！もっと！

▲  

今月の一言メッセージ ▲

男性も女性も
いきいき元気でこその参画社会

作：上野原市男女共同参画推進委員会
画：石井京子

※受付は、土・日曜日を除き、午前９時〜午後 5 時
　までとします。※

第 1 次試験合格者で身体障害者手帳の交付を受けている受
　験者は、第２次試験を障がい者特別選考として実施します。

【問い合わせ】　
総務課人事秘書担当（☎ 62-3117）
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【問い合わせ】市男女共同参画推進委員会
（総務課行政防災担当内）☎ 62-3117

くらしのガイドプラス

市では、上野原駅南口昇降施設の建設を進めてい
ましたが、８月末に完成し、10 月 17 日（火）から、
その一部の利用が開始となりました。

利用開始部分 ▼エレベーターの２階〜５階部分
※エレベーターの 1 階部分は、駅前広場建設工事
中のため利用できません。また、３階・４階は、
吹き抜けのため停止しません。　

●問い合わせ　
　都市計画課駅周辺整備推進担当（☎ 62-3191）

報告　上野原駅南口エレベーターの一部利用開始

【現場の様子】
１階から３階までのサッシの設置や軽量鉄骨での
部屋の区画づくり、天井や壁に内装材を張るなど、
室内の工事が着実に進んでおります。また、外観
についても、大屋根の設置や外壁工事が進み、徐々
に完成イメージに近づいてきました。今後は、駐
車場や通路などの外構工事にも着手します。
【進捗状況】
平成 29 年 9 月末現在、完成までの進捗率は 56％
で、予定どおり順調に工事が進んでいます。なお、
工期は、平成 30 年 1 月 31 日で、同年 4 月の開
所予定です。
●問い合わせ　福祉課福祉施設担当（☎ 62-3115）

報告　（仮称）上野原市総合福祉センター建設工事の進捗

検索上野原市職員採用試験

市では、平成 30 年 4 月採用予定の職員採用試験を
実施します。詳細は、上野原市ホームページでご確
認ください。

▲

試験職種・
　試験区分等　 事務職（大卒程度）　若干名
　　　　　　　土木職（大卒程度）　若干名
　　　　　　　社会福祉士（大卒程度）若干名
　　　　　　　保育士（短大卒程度）若干名▲

第一次試験　
　日時　12 月 9 日（土）午前９時〜
　場所　もみじホール

▼申込期限
　11 月 13 日（月）〜 22 日（水）

平成 29年度
上野原市職員採用試験（二次募集）

市
民
の
た
め
に
、
市
民
と
と
も
に

私
た
ち
と
一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う

【撮影日 10 月 10 日】

写真：（左上）ライトアップされる駅昇降施設、（右上）駅舎と昇降施設をつなぐ連絡通路、

（右下）駅昇降施設利用者第 1 号の早川美妃さん（帝京科学大２年）と江口市長
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寄り道うえのはら
広報担当者が行く

　9 月 22 日（金）〜 24 日（日）、もみじホール 1
階会議室1で、上野原市郷土資料展が行われました。
会場には、昭和初期まで地域の娯楽として行われ
ていた歌舞伎の衣装や、江戸時代の上野原村の検
地帳、西原地区に古くから伝わる『門男』などが
展示され、見学に訪れた来場者の関心を引きつけ
ていました。

　10 月 7 日（土）〜 8 日（日）棡原地区小伏で、
伝統の獅子舞が奉納されました。この獅子舞
は、三匹の獅子が太鼓や笛の音に合わせて乱
舞する、県内でも珍しい一人立ちの獅子舞で
す。地区内に響き渡る笛の音色に誘われて、
地区外からも多くの見物客が訪れていまし
た。この他にも同日に猪丸、日原の２地区、
10 月 1 日（日）には、大垣外で獅子舞が奉
納されました。

　9 月 23 日（土・祝）、市役所センタープラザで、第 3
回わかば感謝祭が行われました。これは、特定非営利法
人わかばが主催したもので、模擬店や舞台発表、フリー
マーケットなどが催されました。

　　　   棡原地区小伏の獅子舞
　　   統の獅子舞 !! 無事奉納 !!伝

　　　 上野原市郷土資料展
　　 重な郷土資料 !! 90 点展示 !!貴

　　　 　第 3 回わかば感謝祭
　　     謝の気持ち !! 地域のみなさんに !!感

▲昭和初期まで盛んに行われていた歌舞伎の衣装。色鮮やかで目をひきました

▲

自分たちでつくったパンを地域のみなさんに心をこめて販売する

▲棡原地区小伏の八幡神社の境内で行われた獅子舞

　　    山梨県消防防災航空隊水難救助訓練
　　   ぐ !! 市内での水難事故 !!防

　9 月 29 日（金）、棡原地区尾続と聖武連を結ぶ吊り
橋『聖武連橋』の開通式が行われました。平成 17 年
に老朽化により通行止めになって以来、12 年間尾続
集落を分断する事態となっていました。地元の悲願で
もあったこの吊り橋の完成によって、新たな観光ルー
トとしても期待されています。

　　　　　　  聖武連橋開通式
　　   武連橋完成 !! 開通を祝して !!聖

▲ステージでは、踊りや太鼓の演奏などが行われた

▲

迅速に救助する消防隊員

　10 月 7 日（土）、羽置の里びりゅう館で、第 26 回
西原ふるさとまつり前夜祭が行われました。前夜祭で
は、約 1000 本の行灯が地域のみなさんの手で灯され
たあと、踊りや太鼓の演奏などがステージで行われま
した。その他にも会場内には、おでんや焼き鳥などの
露店が並び来場客でにぎわいました。

　　　第 26 回西原ふるさとまつり前夜祭
　　 夜祭 !! 本祭とは違った魅力 !!前

▲

開通を喜ぶ関係者や地元のみなさん

編
集
後
記

棡
原
地
区
尾
続
で
行
わ
れ

た
聖
武
連
橋
開
通
式
を
取
材

し
て
き
ま
し
た
。
81
年
前
の

こ
の
橋
は
、
石
積
み
の
橋
脚

3
本
の
上
に
木
を
架
け
た
欄

干
の
な
い
橋
で
し
た
。
こ
の

橋
は
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち

の
通
学
路
だ
っ
た
り
、
生
活

物
資
を
送
る
運
搬
路
に
も
な

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
ん

な
橋
も
台
風
に
よ
る
鶴
川
の

増
水
で
流
さ
れ
、
通
行
不
能

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
橋
の
完
成
は
、
地

元
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、

生
活
路
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

観
光
ル
ー
ト
と
し
て
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
橋
が

か
か
る
鶴
川
渓
谷
沿
い
は
、

と
て
も
紅
葉
が
き
れ
い
で

す
。
ま
た
、
聖
武
連
橋
の
下

流
に
は
『
う
な
ぎ
淵
』
と
い

う
淵
が
あ
り
、
岩
肌
に
は
コ

ケ
が
群
生
し
神
秘
的
な
渓
谷

美
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
、
私
も
紅
葉

の
風
景
写
真
を
撮
り
に
、
聖

武
連
橋
へ
通
い
つ
め
よ
う
と

思
い
ま
す
。　
　
　（
大
神
田
）

　10月 11 日（水）、旧島田中学校前の桂川で、山梨県
消防防災航空隊、上野原市消防署、大月消防署と合同に
よる救助訓練が行われました。これは、水難事故を想定
した救助訓練で、救助ボートの取り扱いや、山梨県防災
ヘリ『あかふじ』による上空からの引き上げ救助訓練な
どが行われました。
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